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1　はじめに
近年、悪性腫瘍が増加し、膀胱腫瘍により膀胱全摘
尿路変更術を行なう患者が増えている。ストーマリハ
ビリテーションの進歩と、医師や看護婦のストーマケ
アに対する認識も高まり装具が改善される中で、患者
の排泄障害にに伴う社会復帰への負担も軽くなった。
それと共に、手術前より計画的なストーマケアと一貫
した看護の継続により、患者のセルフケアの確立に重
点をおいた看護が求あられる。
　当病棟では、ストーマケアを充実する為に、SOA
P記録を導入し、現在使用しているストーマチェック
リスト用紙を改善したのでここに報告する。
Il研究方法
　従来使用していたストーマチェックリスト用紙を見
直し、問題点を抽出、それを基に試作を重ね改善した。
（第1段階～第4段階）
1．期間；平成4年9月1日～11月30日
2．対象；膀胱全摘回腸導管造設術　　　3名
　　　　　膀胱全摘尿管皮膚痩造設術　　4名
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　　第1段階
　従来使用している用紙（表1）では、手術前の医師
の説明とオリエンテーション時の患者の受け入れ状況
を分析し、記入する欄がなかった。又、手術後のケア
に対しては、記号のみの評価で、担当看護婦により評
価があいまいで、前回交換時の問題に対しての対処や
指導方法が詳しく記載されず、継続したケアが出来な
かった。スキントラブル発生時の記入用紙も統一され
ていない為、その経過が解りにくかった。
〈手術前ストーマチェックリストについて〉
手術前の受け入れ状況を分析し、問題点を抽出し計画
に結びつけられる様、アセスメント、問題点、計画の
欄をもうけた。パッチテストの項目は使用頻度の高い
もののみとした。　（表2）
〈手術後ストーマチェックリストについて〉
　記号の評価に加えて、毎回のケア状況を、SOAP
記録で展開できるようにした。さらに、看護記録にと
じて使用できる様にA－3サイズの用紙にした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表3）
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　　第2段階
〈．手術前ストーマチェックリストについて〉
　表2において、手．術前の患者の反応が詳しく記載さ
れることにより、手術後出てくるであろう精神的な問
題点の予測に役立った。しかし、以前より、手．術前に
準備するパックや手術後使用するハサミを注文したか
どうかの確認できないという問題があり、パックやハ
サミの注文欄を表3に加えた。
〈手術後ストーマチェックリストについて〉　（表4）
　記号評価欄が広すぎるのに対し、SOAPの欄が狭
く、細かく情報を記入することが出来ないという問題
が生じた。そこで、表5として、横書きから縦書きに
変え、記号評価欄を狭くし、SOAP欄の枠を広げ、
詳細に情報を記入出来るようにした。
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　　第3段階
〈手術前ストーマチェックリストについて〉
　当病棟では、手術前のストマーオリエンテーション
を手術1週間前より開始しているが、医師からの説明
後、患者の反応は個々違っていても、ビデオ鑑賞を通
し、徐々に、ストーマを受け入れていく場合が多い。
そのため、表4では精神面における計画に、個別性が
現れにくく、どのケースも似た様な計画になってしま
った。手術後のセルフケアの計画は手術前では書きき
れなかった。そこで（表5）として、計画欄を削除し、
問題点は全て手術後のチェックリストで展開していく
事にした。
〈手術後ストーマチェックリストについて〉
（表6）の記入方法が統一されていないため、問題点
が不明瞭であったり、アセスメント、計画の欄が狭く
情報が書ききれないという問題が出てきた。そこで、
（表7）として、問題点を箇条書きにする事を統一し、
問題点の欄を狭く、アセスメントの欄を広くした。更
に、次回交換時の注意点が明確に表示できる様に次回
への申し送りの欄を設けた。
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　　第4段階
〈手術前ストーマチェックリストについて〉
　（表5）において、計画欄を削除した事による問題
は、特に出てこなかった。
〈手術後ストーマチェックリストについて〉
　（表7）の初期計画が立案されていない為、評価の
欄にアセスメントや計画が二重に記入されたり、セル
フケアにおける目標の達成度が明確でない事が多かっ
た。そこで、（表8）として、手術後の用紙に加え、
セルフケアにおける目標が明確に表示され、その達成
度が評価しやすい様に初期計画用紙を作成した。ここ
で、患者が学習する項目はほぼ同じであるため、初期
計画の項目は統一し、患者の年齢や手術前の理解度等
から学習速度を設定する事で、個別性を持たせた。さ
らに、それぞれの項目に解決日を記入することで、患
者の未達成項目を明確にすることが出来た。
　更に、記入方法を統一する為、サンプルを作成した。
（表9・表10）
V　おわりに
　今回、ストーマチェックリスト用紙にSOAP記録
を導入することで、個々の患者の問題やケアが明確と
なり、統一した看護が継続出来るようになった。又、
看護計画を立案する時の思考過程の訓練にもなり、看
護の専門性を高めることが出来た。
　今後、更にストーマチェックリスト用紙の改善を重
ねて行くことで、セルフケアの充実と継続した看護が
出来るよう努あていきたい。
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IV　まとめ
　ストマのセルフケアにおいて今までは、患者が、手
順を一通りマスターした時点で、その後のパック交換
は殆んど患者にまかせきりになっていた。そのため退
院前になってスキントラブルや手技の未熟さが目立ち
問題となることが多かった。
　今回ストーマ造設患者のセルフケアの確立に向けて
一貫した看護と指導を計画的に、個別的に行うことが
出来る様、ストーマチェックリスト用紙の改善をおこ
なった結果
①患者がパック交換を行う時、担当看護婦が変っても、
　事前に現状と問題点を把握出来ることで、適切なア
　ドバイスや問題点をチェックし、継続したケアが出
　来る様になった。
②患者自身も一回一回の交換で、確実にストーマケア
　の自立度を向上させることが出来る様になった。
③スキントラブル発生時は、数人の看護婦がその状況
　をチェックする事で、皮膚トラブルの変化をより正
　確に分析し、評価出来る様になった。
④初期計画用紙では、解決日を設けた事で、目標達成
　の評価が簡潔になった。
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